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用
語 

請
願
と
は 

　
請
願
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
、
市

政
な
ど
に
つ
い
て
直
接
、
市
議
会
に

要
望
で
き
る
制
度
で
す
。
受
理
し
た

請
願
は
ま
ず
、
本
会
議
に
上
程
し
、

委
員
会
で
詳
し
く
審
査
し
ま
す
。
次

に
本
会
議
で
採
択
す
る
か
ど
う
か
な

ど
の
結
論
を
出
し
ま
す
。 

平成20年度八潮市一般会計歳入歳出決算の概要 

　
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
歳
入
総
額

は
、
２
５
５
億
３
１
７
０
万
７
千
円
、
歳
出
総
額
は
２
４
９
億
９

７
３
万
３
千
円
で
、
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
６
億
２
１
９
７
万
４

千
円
で
し
た
。 

　
ま
た
、
歳
入
歳
出
差
引
額
か
ら
、
翌
年
度
へ
の
繰
越
財
源
５
３

５
９
万
３
千
円
を
差
引
い
た
実
質
収
支
額
は
、
５
億
６
８
３
８
万

１
千
円
で
、
単
年
度
収
支
額
は
、
４
億
１
２
３
０
万
８
千
円
の
マ

イ
ナ
ス
で
し
た
。 

　
な
お
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
概
要

と
討
論
（
要
約
）
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

市税　57.7％ 
147億2,045万7千円 

市債　12.8％ 
32億5,830万円 

繰越金　3.9％ 
10億165万6千円 

国庫支出金　7.8％ 
19億9,218万円 

市税　57.7％ 
147億2,045万7千円 

民生費　27.9％ 
69億5,137万4千円 

土木費　16.4％ 
40億8,727万3千円 

総務費　12.5％ 
31億1,204万1千円 

教育費　11.5％ 
28億5,299万円 

消防費　7.8％ 
19億3,401万1千円 

民生費　27.9％ 
69億5,137万4千円 

土木費　16.4％ 
40億8,727万3千円 

公債費　14.2％ 
35億4,632万4千円 

総務費　12.5％ 
31億1,204万1千円 

教育費　11.5％ 
28億5,299万円 

衛生費　6.7％ 
16億7,160万3千円 

商工費　1.2％ 
3億817万4千円 

議会費　1.0％ 
2億5,178万7千円 

その他　0.8％ 
1億9,415万6千円 

市債　12.8％ 
32億5,830万円 

繰越金　3.9％ 
10億165万6千円 

諸収入　2.8％ 
7億1,220万5千円 

地方消費税交付金　3.0％ 
7億7,275万3千円 

県支出金　3.6％ 
9億2,808万2千円 

繰入金　3.5％ 
8億9,751万8千円 

その他　4.9％ 
12億4,855万6千円 

国庫支出金　7.8％ 
19億9,218万円 

歳　入 
255億3,170万7千円 
歳　入 

255億3,170万7千円 

歳　出 
249億973万3千円 
歳　出 

249億973万3千円 

消防費　7.8％ 
19億3,401万1千円 

 

　
平
成
２０
年
度
当
初
予
算
時
に
は
、

原
材
料
の
値
上
が
り
等
で
厳
し
い
営

業
を
強
い
ら
れ
て
い
る
中
小
零
細
企

業
の
紹
介
を
し
ま
し
た
が
、
昨
年
末

以
降
、
雇
用
情
勢
も
急
激
に
悪
化
を

続
け
、
非
正
規
労
働
者
に
加
え
、
正

規
労
働
者
に
対
し
て
も
、
希
望
退
職

や
工
場
閉
鎖
・
遠
隔
地
転
勤
な
ど
で

離
職
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
追
い

込
ま
れ
て
い
ま
す
。 

　
決
算
の
歳
入
、
個
人
市
民
税
は
、

納
税
義
務
者
数
は
増
え
て
い
る
も
の

の
平
均
所
得
割
額
は
、
前
年
よ
り
低

く
、
県
内
４０
市
中
３３
番
目
で
、
八
潮

市
民
の
厳
し
さ
が
見
え
ま
す
。
法
人

市
民
税
で
も
、
課
税
社
数
は
ふ
え
て

い
る
が
、
収
入
額
は
前
年
度
比
マ
イ

ナ
ス
１１
％
で
、
依
然
と
し
て
企
業
も

厳
し
い
状
態
が
続
い
て
い
る
と
思
わ

れ
ま
す
。
私
達
が
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
、
「
生
活
が
苦
し
く
て
税
金

を
納
め
る
の
が
大
変
」
と
の
声
が
多

く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

厳
し
い
生
活
状
況
の
中
で
必
死
に
税

金
を
納
め
て
い
る
こ
と
は
、
個
人
市

民
税
で
は
９４
・
８
％
、
法
人
市
民
税

で
は
９９
・
３
％
と
い
う
収
納
率
か
ら

も
明
ら
か
で
、
大
切
に
使
わ
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。 

　
市
負
担
分
が
軽
減
さ
れ
た
子
ど
も

医
療
費
無
料
化
の
拡
大
、
介
護
保
険

料
・
利
用
料
軽
減
対
象
を
当
面
特
例

第
４
段
階
ま
で
拡
大
す
る
な
ど
の
市

民
生
活
重
視
の
施
策
へ
の
対
応
を
求

め
ま
す
。 

 

　
歳
入
で
は
、
市
税
確
保
が
極
め
て

厳
し
い
環
境
の
中
、
前
年
度
並
み
の

税
収
と
な
っ
た
こ
と
や
市
税
全
体
の

収
納
率
が
９０
％
台
を
確
保
で
き
た
こ

と
は
徴
収
体
制
の
整
備
が
図
ら
れ
た

結
果
に
よ
る
も
の
と
一
定
の
評
価
を

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。 

　
歳
出
で
は
、
予
算
化
さ
れ
た
事
業

を
効
率
よ
く
執
行
し
、
更
に
経
費
削

減
が
図
ら
れ
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
ま

す
。
主
要
な
事
業
は
、
駅
周
辺
整
備

関
連
事
業
と
し
て
南
部
地
区
土
地
区

画
整
理
事
業
へ
の
負
担
金
を
始
め
、

バ
ス
シ
ェ
ル
タ
ー
整
備
工
事
な
ど
に

着
手
。
ま
た
、
北
部
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
の
方
向
性
を
検
討
す
る
基
礎
資

料
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
福
祉
関
係

で
は
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運

用
経
費
の
負
担
、
障
が
い
者
の
地
域

生
活
を
支
援
す
る
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事

業
の
充
実
が
図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

防
災
関
係
で
は
、
地
域
自
主
防
災
組

織
の
育
成
と
強
化
を
図
る
補
助
事
業

や
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し

全
戸
に
配
布
。
環
境
関
係
で
は
、
環

境
基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
、
商
工
振

興
関
係
で
は
、
工
業
振
興
基
金
が
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
土
木
関
係
で
は
、

道
路
維
持
管
理
及
び
水
路
整
備
な
ど

市
民
要
望
に
対
応
し
て
お
り
ま
す
。

消
防
関
係
で
は
、消
防
団
ポ
ン
プ
車
・

高
規
格
救
急
自
動
車
の
整
備
を
始
め
、

新
消
防
庁
舎
建
設
事
業
な
ど
、
計
画

的
に
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
教

育
関
係
で
は
、
学
校
施
設
の
改
修
工

事
や
耐
震
補
強
が
実
施
さ
れ
、
英
語

学
習
の
研
究
・
実
施
等
、
学
校
教
育

の
充
実
を
図
っ
て
お
り
ま
す
。 

　
以
上
、
予
算
の
適
切
な
執
行
が
行

わ
れ
た
こ
と
に
対
し
評
価
す
る
も
の

で
あ
り
、
平
成
２０
年
度
八
潮
市
一
般

会
計
歳
入
歳
出
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
賛
成
と
い
た
し
ま
す
。 

請
願
趣
旨 

　
学
校
給
食
の
担
う
役
割
は
、
単
に
栄
養
を
と
る
だ
け
で
は
な
く
、

食
べ
物
を
味
わ
う
感
性
を
育
て
、
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら
人
間
性
や

人
間
関
係
を
育
て
、「
食
」
に
関
す
る
情
報
や
考
え
方
を
学
び
、
日
本

の
食
文
化
を
教
え
る
な
ど
と
て
も
重
要
で
す
。
平
成
１７
年
に
「
食
育

基
本
法
」
が
施
行
さ
れ
、「
食
育
」
に
対
す
る
関
心
は
年
々
高
ま
り
、

食
の
安
全
・
地
産
地
消
の
理
解
・
マ
ナ
ー
の
習
得
や
感
謝
の
気
持
ち

を
育
て
る
な
ど
給
食
の
担
う
役
割
も
大
き
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。 

　
八
潮
市
で
学
校
給
食
を
実
施
し
て
３０
年
に
な
り
ま
す
。
こ
の
間
ず

っ
と
変
わ
ら
ず
に
民
間
委
託
で
の
学
校
給
食
を
行
っ
て
き
て
い
ま
す

が
、
時
代
の
変
化
や
要
請
と
と
も
に
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
部

分
も
で
て
き
て
い
ま
す
。
食
材
は
安
心
な
の
か
、
配
膳
ま
で
廊
下
に

置
い
て
お
く
シ
ス
テ
ム
で
安
心
な
の
か
、
作
っ
て
い
る
人
（
生
産
・

調
理
）
も
匂
い
も
感
じ
ら
れ
ず
に
食
べ
る
だ
け
で
い
い
の
か
。
「
子

ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
と
豊
か
な
未
来
」
の
た
め
に
、
年
間
お

よ
そ
１
９
０
食
を
食
べ
る
学
校
給
食
の
改
善
を
求
め
ま
す
。 

請
願
項
目 

１
　
民
間
委
託
の
見
直
し 

２
　
食
材
の
産
地
明
確
化 

３
　
さ
ら
な
る
地
場
産
食
材
の
活
用 

　
上
記
地
方
自
治
法
第
１
２
４
条
の
規
定
に
よ
り
請
願
い
た
し
ま
す
。 

請
願
者 

　
埼
玉
県
八
潮
市
八
潮
４
丁
目
１６
―
２３ 

八
潮
母
親
大
会
実
行
委
員
会
代
表
　
小
宮
　
弘
子 

賛
同
者 

　
２
４
４
８
名 

※
右
記
請
願
書
に
つ
い
て
は
、
本
会
議
で
の
採
決
の
結
果
、
一
部
採

択
（
請
願
項
目
の
う
ち
２
と
３
を
採
択
）
と
決
し
ま
し
た
。 

反
対
討
論
（
日
本
共
産
党
） 

賛
成
討
論
（
自
民
ク
ラ
ブ
） 

学
校
給
食
の
改
善
を
求
め
る
請
願
書 


